十 i 抄 

一 画 姿 

たいへい *5 ぼし 

泰平の 時代に ふさ はしい、 優美な きらめき 烏帽子の 

下に は、 下ぶ くれの 顔が こちら を 見て ゐる。 その ふつ 

くりと 肥った 頰に、 鮮 かな 赤み がさして ゐ るの は、 何 

も 臓 脂 を ぼかした ので はない。 男に は 珍しい 餅肌が、 

す ひげ ひん 

自然と 血の 色 を 透かせた ので ある。 髭 は 品の 好い 鼻の 

下に、 —— と 云 ふよりも 薄い 唇の 左右に、 丁度 薄墨 を 

刷いた やうに、 僅ば かりし か 残って ゐ ない。 しかしつ 



むし きゃしゃ 

に比べる と、 寧ろ 華奢す ぎる と 評しても 好い。 その 頸 

に は 白い 汗衫の 襟が、 かすかに 香 を 焚きし めた、 菜の 

すゐ かん る r が 

花色の 水 干の 襟と、 細い 一 線 を 画いて ゐる。 顔の 後に 

きち やう 

ほのめいて ゐ るの は、 鶴 を 織り出した 几帳で あらう 

め まつ 

か？ それとも のどかな 山の 裾に、 女 松 を 描いた 障子 

であらう か？ 兎に角 曇った 銀の やうな、 薄白い 明 

みが 拡がって ゐる。 …… 

これが 古い 物語の 中から、 わたしの 前に 浮んで 来た 

あめ した いろ ごの た ひら さ だぶ み よし かぜ 

「天が下の 色好み」 平の 貞 文の 似顔で ある。 平の 好 風 

へ いちゅう 

に 子が 三人 ある、 丁度 その 次男に 生まれた から、 平 中 

と 渾名 を 呼ばれた と 云 ふ、 わたしの Don Juan の 似顔 



平 中 はかう 思 ひ 続けた。 

「始めて 侍従 を 見かけた の は、 —— あれ は 何時の 事 だ 

つた かな？ さう さう、 何でも 稲荷 詣 でに 出かける と 

はつ-つま 

云って ゐ たの だから、 初 午の 朝だった のに 違 ひない。 

あの 女が 車へ 乗らう とする、 おれが 其処へ 通りかかる、 

そもそも 

II と 云 ふの が 抑々 の 起り だった。 顔 は 扇 を かざした 

も えぎ 

陰に ちらりと 見えた だけだった が、 紅梅 や 萌黄を 重ね 

うちぎ ようす 

た 上へ、 紫の 桂 を ひっかけて ゐる、 —— その 容 子が 何 

とも 云へ なかった。 おまけに 耕へ は ひる 所 だから、 片 

手に 袴 をつ かんだ 儘、 心 もち 腰 を かがめ 加減に した、 

おと ど 

—— その 又 恰好 もた まらなかった つけ。 本院の 大臣の 



に 又 それが 鼻に ついて しま ふ。 かう まあ 相場が きまつ 

てゐ たもの だ。 所が 侍従に は 一 月ば かりに、 ざっと 二 

十 通 も 文 を 書いた が、 何とも 便りがない の だからな。 

おれの 艷 書の 文体に しても、 さう 無 際限に ある 訳ぢゃ 

なし、 そろそろもう 跡が 続か なくなった。 だが 今日 や 

つた 文の 中には、 『せめて は 唯 見つ とば かりの、 二 文字 

だに 見せ 給へ』 と 書いて やった から、 何とか 今度 こそ 

返事が ある だら う。 ないかな？ もし 今日 も 亦ない と 

すれば、 —— ああ、 ああ、 おれ もつ いこの 間まで は、 

, J んな 事に 気骨 を 折る 程、 意気地 のない 人間 ぢゃ なか 

つたの だが な。 何でも 豊楽院 の 古狐 は、 女に 化ける と 



云 ふ 事 だが、 きっと あの 狐に 化かされ たの は、 こんな 

気がする のに 違 ひない。 同じ 狐で も奈良 坂の 狐 は、 

三 抱へ も あらう と 云 ふ 杉の 木に 化ける。 嵯峨の 狐 は 

ぎっしゃ かやが は め わら は ももぞの 

牛車に 化ける。 高 陽 川の 狐 は 女の 童に 化ける。 桃 蘭 

の 狐は大 池に 化け —— 狐の 事 なぞ はどうで も 1^ い。 え 

えと、 何を考 へて ゐ たの だつ け？」 

あくび かみころ 

平 中 は 空 を 見上げた 儘、 そっと 欠伸 を嚙 殺した。 花 

に 埋まった 軒先から は、 傾き かけた 日の 光の 中に、 時々 

白い ものが 翻って 来る。 何処かに 鳩も啼 いて ゐる らし 

ヽ 

こん ま 

「兎に角 あの 女に は 根負けが する。 たと ひ 逢 ふと 云 は 



な いまでも、 おれと 一度 話さへ すれば、 きっと 手に入 

れて 見せる の だが な。 まして 一 晚逢 ひで も すれば、 I 

せつつ こちゅう じ やう 

I あの 摂津 でも 小 中将 でも、 まだ おれ を 知らない 内 は、 

男 嫌 ひで 通して ゐ たもの だ。 それが おれの 手に かかる 

と、 あの 通り 好き ものになる ぢ やない か？ 侍従に し 

かな ほとけ 

た 所が 金仏 ぢ やなし、 有頂天に ならない 害 は あるまい。 

しかし あの 女 はい ざと なっても、 小 中将の やうに は 恥 

しがる まいな。 と 云って 又 摂津の やうに、 妙に とりす 

ます 柄で も あるまい。 きっと 袖 を 口へ やる と、 眼 だけ 

にっこり 笑 ひながら、 —— 」 

「殿様。」 



平 中 は 殆 恐る恐る、 青い 薄葉の 文 を 開いた。 

r 範実ゃ 義輔の i 戯ぢ やない か？ あいつ 等 は みんな 

ひまじん 

こんな 事が、 何よりも 好きな 閑人 だから、 —— おや、 

これ は 侍従の 文 だ。 侍従の 文に は 違 ひない が、 II こ 

の 文 は、 これ は、 何と 云 ふ 文 だい？」 

平 中 は 文 を 抛り 出した。 文に は 「唯 見つ とば かりの、 

二 文字 だに 見せ 給へ」 と 書いて やった、 その 「見つ」 

と 云 ふ 二 文字 だけが、 —— しかも 平 中の 送った 文から、 

この 二 文字 だけ 切り抜い たのが、 薄葉に 貼りつ けて あ 

つたので ある。 

あめ した 

「ああ、 ああ、 天が下の 色好みと か 云 はれる おれ も、 



空が 溶け 落ちる やうに、 凄まじい 響 を 立てて ゐる。 路 

は 泥濘と 云 ふよりも、 大水が 出た のと 変り はない。 こ 

んな晚 に わざわざ 出かけて 行けば、 いくら つれない 侍 

従で も、 憐れに 思 ふの は 当然で ある、 —— かう 考 へた 

-っカ 力 

平 中 は、 局の 口へ 窺 ひよ ると、 銀 を 張った 扇 を 鳴らし 

ながら、 案内 を 請 ふやう に 咳 ばら ひ をした。 

すると 十五 六の 女の 童が、 すぐに 其処へ 姿 を 見せた。 

おしろい ね 

ませた 顔に 白粉 をつ けた、 さすがに 唾む さうな 女の 童 

である。 平 中 は 顔 を 近づけながら、 小声に 侍従へ 取次 

を 頼んだ。 

一度 引き こんだ 女の 童 は、 局の 口へ 帰って来 ると、 



平 中 はとうと うくら 闇の 中に、 ぢ つと 独り 横にな 

つた、 恋しい 侍従 を 探り当てた。 

これ は 夢で も 幻で もない。 侍従 は 平 中の 鼻の 先に、 

打 衣 一 つかけ た 儘、 しどけ ない 姿 を 横た へて ゐる。 彼 

は 其処に ゐ すくんだ なり、 我知らず わな わな 震へ 出し 

た。 が、 侍従 は不相 変、 身動き をす る 気色 さへ 見えな 

い。 こんな 事 は 確か 何 かの 草紙に、 書いて あった やう 

な 心 もちが する。 それとも あれ は 何年 か 以前、 

大殿油 の 火影に 見た 何 かの 画 巻に あつたの かも 知れ 

ない。 

r 恭 ない。 忝ない。 今まで はつれな いと 思って ゐた 



屋の 外から、 厳重に 懸け 金が 下して ある。 その上 耳 を 

澄ませて 見ても、 足音 一 つさせる もの はない。 局々 が 

大雨の 中に、 いづれ も ひっそりと 寝静まって ゐる。 

「平 中、 平 中、 お前 はもう 天が下の 色好みで も 何でも 

ない。 —— 」 

平 中 は 障子に 寄り かかった 儘、 失心した やうに 眩い 

た。 

「お前の 容色 も 劣へ た。 お前の 才も 元の や うぢ やない。 

お前 は範実 ゃ義輔 よりも、 見下げ果てた 意気地な しだ。 

…：- J 



しい。 が、 庇の 外の 空に は、 簇々 と 緑 を 柚いた 松が、 

静かに 涼し さ を 守って ゐる。 

「侍従 はおれ を 相手に しない。 おれ ももう 侍従 は 思 ひ 

切った。 II 」 

平 中 は 蒼白い 顔 をした 儘、 ぼんやり こんな 事 を 思つ 

てゐ る。 

「しかしい くら 思 ひ 切っても、 侍従の 姿 は 幻の やうに、 

必ず 眼前に 浮んで 来る。 おれ は 何時かの 雨 夜 以来、 唯 

この 姿 を 忘れたい ばかりに、 どの位 四方の 神仏へ、 祈 

願 を 凝らした かわからない。 が、 加 茂の 御社へ 行けば、 

御 鏡の 中に ありあり と、 侍従の 顔が 映って 見える。 



清水の 御寺の 内陣に は ひれば、 観世音 菩薩 の 御 姿 さ へ 、 

その 儘 侍従に 変って しま ふ。 もし この 姿が 何時までも、 

おれの 心 を 立ち去らなければ、 おれ はきつ と 焦れ 死に、 

死んで しま ふのに 相違ない。 II 」 

平 中 は 長い 息をついた。 

「だが その 姿 を 忘れる に は、 —— たった 一 つし か 手段 

はない。 それ は 何でも あの 女の 浅 間し い 所 を 見つける 

事 だ。 侍従 もま さか 天人で はなし、 不浄 も いろいろ 蔵 

して ゐる だら う。 其処 を 一 つ 見つけさへ すれば、 丁度 

女房に 化けた 狐が、 尾の ある 事 を 知られた やうに、 侍 

従の 幻 も 崩れて しま ふ。 おれの 命 は その 刹那に、 やつ 



瞬の 間に、 煙よりも はかなく 消えて しま ふ。 …… 」 

平 中 はわな わな 震へ る 手に、 ふ はりと 筐の 上へ かけ 

た、 香染の 薄物 を 掲げて 見た。 筐は 意外に も 精巧 を 極 

まきゑ 

めた、 まだ 真新しい 蒔絵で ある。 

「この 中に 侍従の 糞が ある。 同時に おれの 命 も ある。 

…：- J 

平 中 は 其処に 佇んだ 儘、 ぢ つと 美しい 筐を 眺めた。 

局の 外に は 忍び 忍びに、 女の 童の 泣き声が 続いて ゐる。 

が、 それ は 何時の間にか、 重苦しい 沈黙に 呑まれて し 

まふ。 と 思 ふと 遣 戸 や 障子 も、 だんだん 霧の やうに 消 

え 始める。 いや、 もう 今では 昼 か 夜 か、 それさへ 平 中 



ほととぎす か 

に は 判然し ない。 唯 彼の 眼の 前に は、 時鳥 を 描いた 

筐 がー つ、 はっきり 空中に 浮き出して ゐる。 …… 

「おれの 命の 助かる の も、 侍従と 一生の 別れ をす るの 

も、 皆 この 筐に懸 つて ゐる。 この 筐の蓋 を 取 りさへ す 

れば、 —— いや、 それ は考へ もの だぞ。 侍従 を 忘れて 

しま ふの が 好い か、 甲斐の ない 命 を 長ら へる のが 好い 

か、 おれに は どちらと も 返答 出来ない。 たと ひ 焦がれ 

死 をす るに もせよ、 この 筐の蓋 だけ は 取らずに 置かう 

か 9 …… 」 

やつ 

平 中 は 窶れた 頰の 上に、 涙の 痕を 光らせながら、 今 

しばらく ちんぎん 

更の やうに 思 ひ 惑った。 しかし 少時 沈吟した 後、 急に 



れが 侍従の 糞で あらう か？ いや、 吉祥天 女に しても 

こんな 糞 はする 害がない。 平 中 は 眉 を ひそめながら、 

一番 上に 浮いて ゐた、 ニ寸 程の 物 をつ まみ 上げた。 さ 

うして 髭に も 触れる 位、 何度も 匂 を 嗅ぎ 直して 見た。 

まぎ ぢ ん 

句 は 確かに 紛れ もない、 飛び切りの 沈の 句で ある。 

「これ はどう だ！ この 水 もや はり 句 ふやう だが、 I 

I」 

平 中 は筐を 傾けながら、 そっと 水 を 啜って 見た。 水 

ちゃう じ 

も 丁子 を 煮返した、 上澄みの 汁に 相違ない。 

「すると こい つも 香木 かな？」 

平 中 は 今つ まみ 上げた、 ニ寸 程の 物を嚙 みしめ て 見 



た。 すると 歯に も 透る 位、 苦味の 交った 甘 さが ある。 

たち ま 

その上 彼の 口の 中には、 急ち 橘の 花よりも 涼しい、 微 

妙な 匂が 一 ぱいに なった。 侍従 は 何処から 推量した か、 

平 中の たくみ を 破る 為に、 香 細工の 糞 をつ くった ので 

ある。 

「侍従！ お前 は 平 中 を 殺した ぞ！」 

平 中 はかう 呻きながら、 ばたり と 蒔絵の 筐を 落した。 

さう して 其処の 床の 上へ、 仏 倒しに 倒れて しまった。 

しま ご ん 

その 半死の 瞳の 中には、 紫 摩 金の 円光に とりまかれた 

てんぜん 

儘、 ※然 〔# 「女+ 展」、 180- 下：^ U と 彼に ほほ 笑み かけ 

た 侍従の 姿 を 浮べながら。 …… 



(大正 十 年 九月) 
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